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新年を迎えて 新年を迎えて 
　
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
 

　
市
民
の
皆
様
に
は
す
が
す
が
し
く
新

春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
心
か
ら
お
喜
び

申
し
上
げ
ま
す
。
 

 　
昨
年
を
顧
み
ま
す
と
、快
適
な
住
環

境
の
整
備
を
進
め
な
が
ら
定
住
の
促
進

を
図
る
こ
と
を
市
政
の
最
重
要
課
題
と

と
ら
え
、諸
施
策
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま

し
た
。
 

　
古
く
て
新
し
い
課
題
と
し
て
、冬
場
の

慢
性
的
な
消
流
雪
用
水
の
不
足
の
解
消

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、国
・
県
・
新
庄

土
地
改
良
区
と
協
議
を
重
ね
な
が
ら
、

最
上
川
か
ら
取
水
し
て
い
る
新
庄
農
業

水
利
事
業
施
設
を
活
用
し
て
市
街
地
の

消
流
雪
溝
に
流
す
試
験
通
水
を
一
月
か

ら
二
月
に
か
け
行
い
、貴
重
な
検
証
結
果

を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
 

　
四
月
に
は
、新
庄
農
業
高
校
と
新
庄

工
業
高
校
を
統
合
し
た
新
庄
神
室
産
業

高
校
が
開
校
し
ま
し
た
。
農
業
と
工
業

が
融
合
し
た
全
国
で
も
珍
し
い
新
し
い

タ
イ
プ
の
高
校
と
し
て
、時
代
の
進
展
に

対
応
し
た
幅
広
い
知
識
と
技
術
を
磨
き
、

地
域
の
産
業
に
貢
献
で
き
る
ス
ペ
シ
ャ
リ

ス
ト
の
育
成
を
目
指
す
も
の
で
、大
い
に

期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
 

　
八
月
に
は
、ソ
ル
ガ
ム
か
ら
製
造
さ
れ

た
エ
タ
ノ
ー
ル
ア
ル
コ
ー
ル
を
ガ
ソ
リ
ン
に

混
合
し
、国
内
初
と
な
る
公
用
車
の
実

用
走
行
を
行
い
ま
し
た
。
現
在
、新
エ
ネ

ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
事
業
と
し
て
、「
早

稲
田
大
学
新
庄
バ
イ
オ
マ
ス
セ
ン
タ
ー
」に

お
い
て
研
究
中
の
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
中
心
に
、風
力
・
雪
氷
の
活
用
な
ど
も

視
野
に
入
れ
、石
油
資
源
に
代
わ
る
環

境
に
や
さ
し
い
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
を

目
指
し
て
い
ま
す
。
 

　
十
月
に
は
、「
第
十
八
回
国
民
文
化
祭
・

や
ま
が
た
2
0
0
3
」
が
県
内
全
市
町

村
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
本
市
で

は「
民
謡
民
舞
の
祭
典
」「
文
芸
祭
連
句
」

「
神
室
民
話
の
里
語
り
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

「
環
境
芸
術
の
祭
典
」の
四
事
業
を
開
催

し
、多
く
の
方
々
の
参
加
と
ご
協
力
に
よ

り
大
成
功
を
収
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
 

 　
さ
て
、地
方
を
取
り
巻
く
環
境
は
、長

引
く
景
気
の
低
迷
や
少
子
高
齢
化
の
進

展
に
よ
り
、ま
す
ま
す
そ
の
厳
し
さ
を
増

し
て
い
ま
す
。
自
主
財
源
で
あ
る
地
方
税

は
大
幅
に
減
少
し
、地
方
交
付
税
の
縮

減
や
景
気
対
策
と
し
て
の
公
共
事
業
の

追
加
に
よ
り
公
債
費
が
累
増
す
る
な
ど
、

財
政
は
年
々
悪
化
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い

ま
す
。
 

　
残
念
な
が
ら
、本
市
の
財
政
事
情
も

大
変
厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、市
民

福
祉
の
向
上
を
最
優
先
に
、影
響
を
極

力
と
ど
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。こ
の

よ
う
な
状
況
の
中
、舟
形
町
と
の
合
併

を
も
見
す
え
、十
五
年
度
と
十
六
年
度

を
実
施
期
間
と
し
た
行
財
政
改
革
大
綱

を
定
め
、「
小
さ
く
元
気
な
市
役
所
」
を

理
想
の
自
治
体
像
と
し
て
改
革
を
進
め

て
お
り
ま
す
。
 

　
具
体
的
に
は
、一
つ
に
は
事
務
事
業
の

見
直
し
や
人
件
費
の
削
減
な
ど
に
よ
る

財
政
健
全
化
対
策
、二
つ
に
は
市
民
と
の

協
働
や
民
間
活
力
の
導
入
な
ど
に
よ
る

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
型
行
政
の
推
進
、

そ
し
て
行
政
評
価
シ
ス
テ
ム
や
人
事
評

価
シ
ス
テ
ム
の
確
立
、と
い
う
三
つ
の
柱

が
中
心
と
な
り
ま
す
。
中
で
も
「
財
政
健

全
化
対
策
」
を
最
重
要
課
題
と
と
ら
え
、

昨
年
、庁
内
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
結

成
し
事
務
事
業
の
徹
底
的
な
見
直
し
を

行
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
 

　
見
直
し
作
業
に
あ
た
っ
て
は
、市
民
生

活
へ
の
影
響
を
十
分
配
慮
し
な
が
ら
、理

想
的
な
将
来
像
を
実
現
す
る
た
め
「
第

三
次
振
興
計
画
」
に
掲
げ
ら
れ
た
重
点

施
策
の
推
進
と
、「
緊
急
性
・
必
要
性
・

効
率
性
」
と
い
っ
た
判
断
基
準
に
照
ら
し
、

総
合
的
に
勘
案
し
て
す
べ
て
の
事
務
事

業
を
ゼ
ロ
か
ら
精
査
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。
 

　
市
の
発
展
を
願
い
、時
期
を
逸
す
る
こ

と
な
く
積
極
的
に
各
種
の
事
務
事
業
に

取
り
組
み
社
会
資
本
の
整
備
を
進
め
て

わたしたちのまちをもっと住みやすく！ 
中学生、まちの将来を大いに語る。 
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▲開会の趣旨説明 

　生徒市議会開会の趣旨説明、総括質問に続き、9人の「生徒議員」が質問に立 
ちました。生徒たちは、総合的な学習の時間に調査した市内外の事例やデータを 
プロジェクターを使って説明。解決策の提案なども行いました。 

■中学生にとっての市町村合併のメリットは？ 
■新庄市振興計画（マスタープラン）の進み具合は？ 
■コンピュータの通信速度を速くしてほしい。 
■財政の健全化に中学生が協力できることは？ 
■市内全中学校生徒会が定期的に市内清掃するというのは？ 
■全国規模のイベント開催を。（全国山車パレードなど） 

■空き駐車場の有効活用を。スケートボードパークの整備や大会開催などで活性化を。 
■民家に沿った流雪溝と通学路の除雪を。酒田では町内会で除雪している事例も。 
■道路のバリアフリー、老人介護のあり方などお年寄りが幸せに暮らせるまちを。 
■間伐材などを利用したごみステーションの改良と生ごみの減量・活用を。 
■新庄まつりを活用した街の活性化、市と連携した中心商店街の活性化対策を。 

自分が住む地域や地方行政のしくみを学習し、郷土愛を育もうと八向中学校 
の3年生34人が、市長に質問・提案を行う「生徒市議会」を開催しました。 
市では初の模擬議会です。 

総括質問 

生徒議員からの質問 

き
た
と
こ
ろ
で
す
が
、少
子
高
齢
化
な
ど

に
よ
り
社
会
・
経
済
構
造
が
大
き
く
変

化
す
る
中
、そ
の
速
度
に
遅
れ
る
こ
と
な

く
将
来
を
的
確
に
見
す
え
た
展
望
と

対
策
を
立
て
、財
政
健
全
化
へ
の
道
筋
を

確
固
た
る
も
の
と
す
る
こ
と
が
最
も
重

要
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
 

　
ま
た
、市
町
村
合
併
に
つ
き
ま
し
て
は
、

新
庄
市
と
舟
形
町
に
よ
る
法
定
協
議
会

を
昨
年
八
月
に
設
立
し
ま
し
た
。
合
併
は
、

「
究
極
の
行
財
政
改
革
」
と
い
わ
れ
る
よ

う
に
、市
の
将
来
を
考
え
る
う
え
で
避
け

て
通
れ
な
い
問
題
で
は
あ
り
ま
す
が
、状

況
の
変
化
に
対
応
し
つ
つ
合
併
に
向
け
協

議
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
 

　
こ
の
よ
う
に
、「
財
政
健
全
化
対
策
」

と
「
市
町
村
合
併
」
に
つ
き
ま
し
て
は
、

緊
急
か
つ
大
変
困
難
な
課
題
で
は
ご
ざ
い

ま
す
が
、市
民
各
層
の
英
知
を
得
な
が

ら
一
丸
と
な
っ
て
こ
の
難
題
を
克
服
す
る

覚
悟
で
あ
り
ま
す
の
で
、市
民
の
皆
様
に

も
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上

げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。
 

　
本
年
も
、市
民
福
祉
の
向
上
を
最
優

先
に
鋭
意
努
力
い
た
す
所
存
で
あ
り
ま

す
の
で
、ご
指
導
ご
協
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
 

わたしたちのまちをもっと住みやすく！ 
中学生中学生、まちの将来将来を大いに語る。 
わたしたちのまちをもっと住みやすく！ 
中学生、まちの将来を大いに語る。 

○市　長 「自分の住むまちを良くしたい、まちづくりに参加したいという熱意が 
　　　　 感じられ、感動しました。」 
○教育長 「皆さんの質問や提言のレベルの高さに驚きました。目標をさらに 
　　　　 高いところに置いて勉学に励んでください。」 
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流
量

▼
市
内
３
河
川（
指
首
野
川
、
中
の
川
、

升
形
川
）に
つ
い
て
流
量
観
測
を
実
施
し

ま
す
。
調
査
地
点
は
昨
年
の
６
地
点
か
ら

10
地
点
に
増
設
。

水
質
・
水
温

▼
昨
年
同
様
10
地
点
で
行
い
ま
す
。

水
深

▼
流
雪
溝
並
び
に
用
水
路
等
に
お
い
て
、

必
要
な
水
量
を
満
た
し
て
い
る
か
を
検
証

し
ま
す
。
昨
年
は
４
地
区
47
地
点
で
調
査

し
ま
し
た
が
、
今
年
は
城
西
・
千
門
町
地

区
17
地
点
で
行
い
ま
す
。

到
達
時
間

▼
最
上
川
用
水
の
各
主
要
地
点
に
お
け

る
到
達
時
間
を
計
測
し
、
流
雪
溝
の
利

用
時
間
を
効
果
的
に
設
定
す
る
た
め
役

立
て
ま
す
。

住
民
組
織

▼
各
水
系
・
町
内
会
単
位
で
、
流
雪
溝
利

用
組
合
な
ど
の
組
織
体
制
の
充
実
を
図

り
ま
す
。
ま
た
、
試
験
通
水
期
間
に
つ
い

検
証
結
果
を
生
か
し
た
消
流
雪
用
水
試
験
通
水

市役所 

雪
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

豪
雪
期
の
水
不
足
解
消
に
向
け
、
最
上
川
か
ら
取
水
し
市
街
地
の
流
雪
溝
へ
流
す
消
流
雪
用
水
事
業
。

市
は
昨
年
、
そ
の
試
験
通
水
を
行
い
、
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
調
査
・
検
証
を
行
い
ま
し
た
。

今
年
も
、
昨
年
の
課
題
を
整
理
・
検
証
す
る
た
め
、
関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
試
験
通
水
を
行
い
ま
す
。

試
験
通
水
の

調
査
事
項

平成15年度 新庄市消流雪用水《試験通水》概要図
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て
は
、
各
代
表
と
十
分
に
連
絡
を
と
り
、

水
上
が
り
な
ど
の
支
障
が
出
な
い
よ
う
流

雪
溝
利
用
に
つ
い
て
広
報
し
ま
す
。

※
今
年
度
も
、
流
雪
溝
利
用
組
合
な
ど
の

組
織
体
制
の
確
立
を
よ
り
一
層
進
め
ま
す
。

費
用
効
果

▼
栄
町
を
モ
デ
ル
地
区
と
し
て
除
雪
・
流

雪
溝
利
用
に
お
け
る
作
業
効
率
の
検
証

を
行
い
ま
す
。

構
造

▼
流
雪
溝
の
構
造
上
の
問
題
点
を
探
り

今
後
の
利
用
に
役
立
て
ま
す
。

水
上
が
り
へ
の
対
応

▼
地
区
で
水
上
が
り
が
発
生
し
た
場
合

は
、
地
元
住
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

◎
詳
し
く
は
、
建
設
課
雪
総
合
対
策
室
ヘ
。

1
内
線
5
2
1

最上総合支庁 

新庄駅 

通水エリア

144ha
（升形川以北の市街地の43％）

対象戸数4,500戸

重点エリア

城西・千門町地区
１８ha（指首野川）

栄町地区地区
8ha（中の川）

通水時間

6時間
朝 6時～8時
昼 2時～4時
夕 6時～8時

通水期間

23日間
1月15日～2月6日

通水量

0.55t/秒
（昨年は0.9t／秒）

水利用の効率化により通
水量を減らします。

貴
重
な
川
の
水
を

大
切
に
使
い
ま
し
ょ
う



［7］一般行政職の級別職員数の状況（平成15年4月1日現在）
区　　分 1級 2級 3級 4級 5級 6級 7級 8級

標準的な職務内容
主事・主事補
技師・技師補

主事
技師

主査・主任

職 員 数 3人 12人 34人 33人 9人 58人 51人 31人
構 成 比 1.3％ 5.2％ 14.7％ 14.3％ 3.9％ 25.1％ 22.1％ 13.4％
1 年 前 の 構 成 比 1.7％ 5.1％ 15.8％ 13.2％ 3.4％ 27.2％ 21.3％ 12.3％

［8］部門別職員数の状況（各年4月1日現在）
職員数（人） 対前年増減数（人）

13年度 14年度 15年度 13年度 14年度 15年度

一
　
般
　
管
　
理

議 会 5 5 5
総 務 69 73 77 △ 3 4 4
税 務 25 26 27 △ 1 1 1
労 働 1 1 1
農 水 23 25 21 △ 1 2 △ 4
商 工 14 13 13 △ 1
土 木 37 41 31 2 4 △10

174 184 175 △ 3 10 △ 9

福
　
祉

民 生 85 78 79 △ 6 △ 7 1
衛 生 18 17 17 △ 1
小 計 103 95 96 △ 6 △ 8 1

一般行政計 277 279 271 △ 9 2 △ 8

小 計

［9］期末手当・勤勉手当（平成15年度支給割合）
期末手当 勤勉手当 計

6月期 1.55月分 0.70月分 2.25月分
12月期 1.45月分 0.70月分 2.15月分
計 3.00月分 1.40月分 4.40月分

※1. 職制上の段階、職務の等級による加算措置があります。
2. 国の職員と同じ支給率です。

※平成15年度から大幅な見直しを行い、手当は18種類から7種類に
なっています。

［10］時間外勤務手当（普通会計決算）

14年度
支給総額 5,955万0千円
職員1人当たり支給年額 15万6千円

13年度
支給総額 5,249万8千円
職員1人当たり支給年額 13万8千円

［11］特殊勤務手当（平成14年度）
区　　　　　分 全　職　種

職員全体に占める手当支給職員の割合 12.2％
支給対象職員1人当たり平均支給年額 23,000円
手当の種類（手当数） 18種類

支給額の多い手当
徴収事務、賦課事務、
社会福祉業務従事

多くの職員に支給されている
手当

用地交渉、賦課事務、
市税調査・検査事務

［12］退職手当（平成15年4月1日現在）

区　　分
支　　　給　　　率

最高限度額 その他の加算措置
定年前早期退職特例措置
（2～20％加算）
退職時特別昇給1号給

勤続20年 勤続25年 勤続35年
自己都合 21.0月分 33.75月分 47.5月分 60.0月分
勧奨・定年 28.875月分 44.55月分 62.7月分 62.7月分

※1.国の職員と同じ支給率・加算措置です。 2.前年度に退職した全職種に係る職員の平均支給額は、2,560万円です｡ 

［13］扶養手当・住居手当・通勤手当（平成15年4月1日現在）

区分 扶　　養　　手　　当 住　居　手　当 通　勤　手　当

市
職
員

配偶者 14,000円 借家（限度額） 交通機関利用
一般の扶養親族は2人まで 6,000円 27,000円 （限度額）53,000円
配偶者がいない場合1人につき11,000円 持家 3,000円 交通用具使用
3人目以降の扶養親族 5,000円 （限度額）44,900円
特定扶養親族 5,000円加算

室　　長
担当主査

課長
主幹

※1.級区分は、新庄市の給与条例によるものです。
2.標準的な職務内容は、それぞれの級に該当する代表的な職務です。
3.一般行政職には、技能労務職・税務職・教育職・企業職（水道）・栄養士・保健師などの専門職は含まれません。

代
表
的
な
手
当

本市の職員給与等について、そのあらましをお知らせします。
市職員の給与は、国家公務員の給与を基本として、市議会の審議を経て市条例で定められています。
財政の健全化を進めるため、15年度は市独自の人件費削減策として、特別職の給料・手当の減額、職員の
管理職手当・期末勤勉手当の減額により約3,900万円の人件費削除を行っています。また、市の職員数は
定員適正化計画により397人（教育長含む）となり、14年度比で6名減員となっています。

特別
行政 教 育 79 82 83 3 1

公
営
企
業
等

水 道 13 12 13 △ 1 1
下水道 10 10 10 △ 1
その他 19 20 20 7 1
小 計 42 42 43 6 1

合 計 398 403 397 △ 3 5 △ 6
※増員分は、市町村合併対策事務の充実などによるものです。
減員分は、全国都市緑化フェア業務の終了及び事務の統廃合による
ものです。
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市職員給与等のあらまし

歳出額 

151億6,287万円 

人件費 
35億5,570万円 
（23.4％） 

扶助費 
11億9,134万円（7.8％） 

投資的経費 
17億6,777万円（11.7％） 

補助費等 
25億7,539万円 
（17.0％） 

その他 
36億5,250万円 
（24.1％） 

公債費 
24億2,017万円 
（16.0％） 

［1］-1  人件費の状況（平成14年度普通会計決算）

［1］-2  人件費の状況（平成14年度普通会計決算）
住民基本台帳人口（平成15年3月31日） 41,404人
歳出額（Ａ） 15,162,865千円
人件費（Ｂ） 3,555,698千円
人件費率（Ｂ／Ａ） 23.4％
（参考）前年度人件費率 22.0％

［2］職員給与費の状況（平成15年度一般会計当初予算）
給料 1,616,863千円
職員手当 194,978千円
期末勤勉手当 693,190千円
合計 2,505,031千円

職員一人当たり給与費 6,662千円
※職員手当には退職手当を含みません｡なお、平成15年4月より管理
職手当を減額しています。

※人件費には、特別職に支給される給料、報酬等を含みます｡

［3］職員の平均給料月額及び平均年齢の状況（平成15年4月1日現在）

新　　庄　　市 県
平均給料月額 平均年齢 平均給料月額 平均年齢

一 般 行 政 職 360,900円 44歳0月 364,100円 42歳3月
技 能 労 務 職 356,800円 47歳3月 333,900円 41歳2月

［4］職員の初任給の状況（平成15年4月1日現在）

区　　　分
新　　庄　　市 国

初任給
給　料　額

初任給
給　料　額

一般行政職
大学卒 171,500円 185,600円 171,500円 185,600円
高校卒 139,500円 149,200円 139,500円 149,200円

技能労務職 高校卒 135,100円 144,000円 136,700円 146,200円

［5］職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況（平成15年4月1日現在）
区　　　分 10年以上15年未満 15年以上20年未満 20年以上25年未満

一般行政職
大学卒 288,300円 342,300円 397,200円
高校卒 240,200円 287,900円 328,600円

技能労務職 高校卒 238,700円 276,400円 322,200円
※経験年数とは、卒業後直ちに採用され引き続き勤務している場合は、採用後の年数をいいます。

［6］特別職の報酬等の状況（平成15年度）

区　分 給　　　料

月　　額
市　長 助　役 収入役 議　長 副議長 議　員

809,600円
（920,000円）

630,000円
（700,000円）

548,700円
（590,000円）

448,000円 395,000円 370,000円

期末手当 6月期月額×1.4×1.7月分、12月期月額×1.4×1.6月分 計3.3月分
※市長・助役・収入役の給料については、条例によりカッコ内の金額からそれぞれ12％、10％、7％を減じた額を支給しています。
※特別職の12月期　期末手当については、条例により上記期末手当額より10％を減じた額を支給しています。

採用2年経過日 採用2年経過日

給
与
費

報　　　酬

7 広 報 1.14  2004

区　　分



建築大工
入母屋工法の第一人者

叶内 昇さん（松枝）昭和8年生まれ
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健康メモ

●
運
動
は
必
要
で
す
か
？

「
忙
し
く
て
時
間
が
な
い
し
健
康
だ

か
ら
運
動
な
ん
て
必
要
な
い
よ
」
と
思

っ
て
い
ま
せ
ん
か
。
運
動
不
足
が
続
く

と
、
徐
々
に
筋
力
が
低
下
し
て
足
腰
が

弱
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
生
活
習
慣
病

に
か
か
る
確
率
も
高
く
な
り
ま
す
。

●
運
動
の
メ
リ
ッ
ト

●
手
軽
に
で
き
る
運
動
を

「
体
を
動
か
す
」
と
い
う
と
ス
ポ
ー

ツ
を
想
像
し
が
ち
で
す
が
、
労
働
や
家

事
、
買
い
物
の
た
め
の
歩
行
、
レ
ジ
ャ

ー
な
ど
の
日
常
生
活
で
の
動
き
（
身
体

活
動
）
も
健
康
づ
く
り
に
欠
か
せ
な
い

も
の
で
す
。

文
明
の
発
達
に
し
た
が
い
、
人
間
が

行
っ
て
い
た
活
動
を
機
械
が
や
っ
て
く

れ
る
よ
う
に
な
り
、
生
活
全
般
の
活
動

量
は
ど
ん
ど
ん
減
少
し
て
い
ま
す
。

日
ご
ろ
か
ら
意
識
的
に
体
を
動
か
す
習

慣
を
つ
け
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
自
分

に
あ
っ
た
適
度
な
運
動
で
、
体
と
気
分

を
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
ま
し
ょ
う
。

①
心
疾
患
の
予
防

②
肥
満
の
解
消

③
生
活
習
慣
病
の
予
防

④
若
々
し
さ
を
保
つ

⑤
免
疫
力
を
高
め
る

⑥
安
眠
へ
導
く

◎詳しくは、健康課健康推進室ヘ。1内線513～516

矢
口
さ
ん
は
、
和
風
住
宅
の
建
具
、
特

に
書
院
障
子
の
組
子
物

く
み
こ
も
の

を
得
意
と
し
、
一

枚
で
、
夏
は
素
戸（
よ
し
戸
）、
冬
は
障
子

に
替
え
る
こ
と
が
で
き
る
衣
替
え
建
具
を

考
案
し
ま
し
た
。

「
建
具
を
作
る
う
え
で
一
番
気
を
つ
け

て
い
る
こ
と
は『
木
取
り
と
組
み
手
の
逃

げ
』で
す
。
木
は
生
き
て
い
る
の
で
必
ず
反

り
な
ど
の
狂
い
が
生
じ
ま
す
。『
木
取
り
』と

は
、
そ
の
狂
い
を
計
算
に
入
れ
な
が
ら
木

く
ば
り
す
る
こ
と
で
す
。
ま
た
、
そ
の
木
を

使
っ
て
欄
間
な
ど
で
よ
く
見
ら
れ
る
ひ
し

形
を
組
ん
で
行
く
と
、
図
面
上
の
数
字
か

ら
の
切
り
出
し
と
実
際
の
で
き
あ
が
り
の

形
状
に
微
妙
な
ず
れ
が
生
じ
ま
す
。『
組
み

手
の
逃
げ
』と
は
、
そ
の
数
字
に
表
れ
な
い

ず
れ
を
埋
め
る
こ
と
で
す
。
こ
の
二
つ
が
建

具
師
の
腕
の
見
せ
所
で
も
あ
り
、
お
も
し

ろ
さ
で
す
。
最
近
は
、
建
築
様
式
が
洋
風

化
し
和
風
建
具
が
減
っ
て
き
た
こ
と
も
あ

り
、
手
の
込
ん
だ
建
具
を
使
う
人
が
少
な

く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
皆
さ
ん
に
建
具
を

も
っ
と
身
近
に
楽
し
ん
で
も
う
た
め
、
こ
れ

か
ら
も
が
ん
ば
り
ま
す
。」

寺
院
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
屋
根
の
微
妙

な
反
り
が
独
特
な
入
母
屋

い

り

も

や

工
法
。
叶
内

さ
ん
は
、
そ
の
在
来
工
法
の
代
表
的
な
建

築
方
法
を
伝
承
す
る
技
能
保
持
者
で
す
。

「
私
は
他
の
棟
梁
の
半
分
く
ら
い
し
か

新
し
い
家
は
建
て
て
い
ま
せ
ん
。
人
と
人

の
つ
な
が
り
を
大
事
に
し
、
古
い
も
の
を

守
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
、
お
客
さ
ん
か
ら

の
修
理
を
中
心
に
や
っ
て
き
ま
し
た
。
私

よ
り
腕
の
良
い
若
い
大
工
も
沢
山
い
ま
す

が
、
私
な
り
に
そ
の
人
た
ち
に
負
け
な
い

よ
う
に
一
生
懸
命
努
力
し
て
き
た
つ
も
り

で
す
。
私
の
唯
一
の
こ
だ
わ
り
は
木
を
選

ぶ
こ
と
で
す
。
木
を
一
本
一
本
見
つ
め
、

良
し
悪
し
を
判
断
し
、
木
そ
れ
ぞ
れ
に
あ

っ
た
使
い
方
を
す
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
木
を

生
か
し
て
や
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
今
回

の
受
賞
は
仲
間
が
い
た
か
ら
も
ら
え
た
賞

で
す
。
大
工
が
家
を
建
て
る
の
に
一
人
で

は
で
き
ま
せ
ん
。
良
い
仲
間
、
良
い
お
客

さ
ん
か
ら
助
け
ら
れ
て
、
今
の
私
が
あ
り

ま
す
。
た
だ
、こ
の
賞
は
と
て
も
う
れ
し
い
。

五
十
四
年
間
が
ん
ば
っ
て
き
た
、
が
ん
ば

り
賞
を
も
ら
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。」

建具製造
季節によって衣替えのできる建具を考案

矢口力男さん（升形）昭和18年生まれ

新庄市卓越技能者表彰

市
は
昭
和
六
十
三
年
度
か
ら
、
優
秀

な
技
能
を
持
ち
市
の
産
業
の
発
展

や
後
継
者
育
成
の
た
め
に
貢
献
し

て
い
る
方
を「
卓
越
技
能
者
」と
し
て

表
彰
し
て
い
ま
す
。

◆
　
◆
　
◆

技
と
心



9 広 報 1.14  2004

ニ
０
０
三
年
十
月
、
ベ
ト
ナ
ム
と
カ
ン

ボ
ジ
ア
を
訪
問
す
る
機
会
を
得
ま
し

た
。
両
国
に
お
い
て
、
日
本
の
弁
護
士
の

ほ
か
判
事
・
検
事
ら
が
参
加
し
て
、
民

法
・
民
事
訴
訟
法
な
ど
の
基
本
法
を
含
む

立
法
作
業（
カ
ン
ボ
ジ
ア
で
は
ま
だ
民
商

法
も
法
典
化
さ
れ
て
い
な
い
）や
司
法
基

盤（
地
方
に
は
裁
判
所
も
ほ
と
ん
ど
な
い
）

を
作
る
た
め
の
支
援
活
動
を
行
っ
て
い
る

の
で
、
こ
れ
ら
を
視
察
す
る
と
と
も
に
奮

闘
中
の
法
曹
界
の
仲
間
を
激
励
す
る
た

め
で
し
た
。

ベ
ト
ナ
ム
最
大
の
商
都
ホ
ー
チ
ミ
ン
か

ら
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
首
都
プ
ノ
ン
ペ
ン
を
数

時
間
で
結
ぶ
ア
ジ
ア
ハ
イ
ウ
エ
イ
を
通
っ

て
カ
ン
ボ
ジ
ア
に
入
っ
た
の
で
す
が
、
こ
の

道
は
、
数
々
の
ゲ
リ
ラ
戦
を
経
験
し
路
傍

ろ
ぼ
う

に
は
無
数

の
地
雷
が

埋
伏

ま
い
ふ
く

さ
れ

た
ま
ま
の

歴
史
の
証

人
で
も
あ

り
ま
す
。

よ
く
日
に

焼
け
た
褐

色
の
顔
に

白
い
歯
を

し
た
子
ど
も
た
ち
が
、
水
牛
を
牽ひ

い
て
こ

の
赤
茶
け
た
デ
コ
ボ
コ
道
を
歩
い
て
い
ま

す
。
ご
く
稀ま

れ

に
ニ
ッ
パ
椰
子

や

し

の
屋
根
を
か
け

た
雑
貨
屋
も
ど
き
が
あ
る
だ
け
で
、
経

済
活
動
と
い
え
る
ほ
ど
の
も
の
は
見
当
た

り
ま
せ
ん
。

新
庄
市
の
先
達
で
あ
る
堤
林
数
衛

つ
つ
み
ば
や
し
か
ず
え

氏

が
、
代
用
教
員
、
刑
務
所
看
守
を
経
て
、

台
湾
で
貿
易
業
務
を
習
得
し
た
後
、
起

業
し
東
南
ア
ジ
ア
貿
易
で
活
躍
し
た
こ

と
は
、「
堤
林
数
衛
と
南
洋
商
会
」に
も
紹

介
さ
れ
て
い
ま
す
。
堤
林
氏
ほ
ど
先
見
の

明
あ
る
経
済
人
で
も
、
大
戦
後
両
国
の
一

般
庶
民
を
襲
っ
た
苛
烈

か

れ

つ

な
時
代
ま
で
は

想
像
で
き
な
か
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

ど
の
国
、
ど
の
時
代
で
も
、「
司
法（
安

心
し
て
生
活
で
き
る
秩
序
）」と「
教
育
」

は
、
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
基
盤
だ
ろ
う
と

思
い
ま
す
。
基
盤
な
く
し
て
経
済
活
動

は
育
た
な
い
と
思
う
の
で
す
。「
広
報
し

ん
じ
ょ
う
」に
掲
載
さ
れ
る
小
中
学
生
の

写
真
を
見
る
た
び
、
新
庄
に
生
ま
れ
育

っ
た
こ
と
に
感
謝
し
つ
つ
、
ぜ
ひ
堤
林
氏

の
よ
う
に
世
界
的
視
野
で
活
躍
す
る
経

済
人
が
次
々
と
生
ま
れ
て
ほ
し
い
と
思
い

ま
す
。
新
年
に
あ
た
り
江
戸
家
老
の
末

席
か
ら
皆
様
の
ご
多
幸
を
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
。

御
家
老
の
江
戸
だ
よ
り

かけてくれる。」と、

花との会話を楽しみ

ながら筆を進めてい

きます。加藤さんの

絵の特徴は、独特の

淡い色調。ひまわり

の花を見たままに描

こうとすれば濃い黄

色や緑ですが、加藤

さんが描く絵は、遠目には何も描いていないかのように見

えるごく淡いロマンチックな｢白の世界｣です。

｢日展に入選するような絵の仲間入りがしたいと思って

努力してきましたが、ただ絵を見たり描いたりすることが、

楽しくて大好きなので、絵を勉強することは全く苦になり

ません。10年前に描いた絵と今の絵は、色使いなどがぜ

んぜん違い、その頃に描けなかった絵が今は描けていま

す。この先10年後の自分がどうなっているか、不安でもあ

り楽しみでもあります。日展に入選してもまだまだこれか

らです。今後、私らしさを探していこうと思います。｣と語

ってくれた加藤さんには、静かで控えめな雰囲気の中にも、

日本画に対する並々ならぬ創作意欲と自分らしさを追い

求める強い探究心が感じられました。

｢絵を描き始めたきっかけは、家業が表具屋のため、子

どものころから多くの画家の先生が自宅に出入りしていた

ので絵がとても身近なところにあったことです。小さなこ

ろに見た日展の展覧会での絵を子どもながらにいいなと

思いました。｣と語る加藤さんは、あこがれだった第35回

日展・日本画に初入選しました。

｢絵を描くのも見るのも好きで、両親がいろいろな有名

な画家の展覧会によく連れて行ってくれ、常に本物を見る

ことができました。学生のころに美術の基礎を学んできま

したが、日本画の基本がまだできていないことが不安でし

た。ただ、これまでどおり自分らしい絵を描けばいいと日

展の審査員の先生からいわれたことで少しは安心してい

ます。｣と加藤さんは、何度か日本画を習おうとしながらも、

自分らしさを見つけられずに試行錯誤しながら独学で絵

を描きつづけてきたこれまでを振り返りました。

加藤さんの描く絵のほとんどは花です。「花が私に語り

司
法
と
教
育
〜
安
心
で
き
る
秩
序
の
下
で

経
済
活
動
を
す
る
た
め
に
〜

いきいき

新庄人

加藤美和さん（大手町）

日本画で
日展初入選

B

新
庄
藩
江
戸
家
老

松
田
純
一
さ
ん（
弁
護
士
）

▲カンボジア法律養成学校にパソコンなどの支援
品を贈呈（左端が松田さん）
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▲冬の夜に浮かび上がったライトアップ（12月
5日～7日／新庄藩主戸沢家墓所）

祝・長寿100歳
北町に住む大泉コノエさん（明治36年12
月25日生まれ）が満100歳を迎えました。
若いころは自家製のろうそくを大八車に
載せ、金山まで歩いて行商していたそう
です。また、97歳まで家業の店をひとり
で営んでいました。今は4世代8人家族
に囲まれ、穏やかに暮らしています。長
寿祝いを受けた方は、大泉さんで10人
目。今年度3人目となりました。

瑞雲院コンサート
「風の詩が聴こえる」と題したアンデスの
民族楽器・サンポーニャ、ケーナとピアノ
によるコンサートが瑞雲院で開催されま
した。新庄TCMなどで組織する実行委
員会が国指定史跡・新庄藩主戸沢家墓
所をPRしようと企画したもので、コンサー
ト前には、戸沢家墓所と瑞雲院「十六
羅漢」の史跡説明会も行われました。荘
厳な本堂の中で奏でられる美しい調べ
に、約130人の市民が聴き入りました。

「オペラ」って楽しい！
新庄市出身の声楽家・田中麻理さん、
江口順子さん、井上雅人さんが中心とな
って、｢新庄の子どもたちにオペラという
芸術を観て知ってもらいたい｣という思い
から、オペラ「ヘンゼルとグレーテル」を上
演しました。市内の幼稚園児や中学校
の音楽部、｢ちゃれんこ｣の子どもたちも
出演し、息の合った合唱を披露。満場
の観客を魅了しました。

CGを作ってみよう
新庄南高校商業科経営情報コースの2年
生が、日ごろの学習の成果を生かし小学
生にコンピュータの楽しさを知ってもらおう
と、コンピュータ言語を使ったコンピュータ
グラフィック（CG）講座を自主企画し開催
しました。参加した新庄小学校の5・6年
生は、球体などの立体画像の作り方を教
わりながら、それぞれ個性的な
絵を完成させました。

▲新庄南高生が小学生を対象にCG講座を
開催（12月20日／新庄南高校）

▲新庄神室産業高校吹奏楽部の第1回定期
演奏会（12月20日／市民文化会館）

▲日本の第一人者による演奏に聴き入った瑞雲院コンサート（12月7日）

▲第3回雪国生活研究所「家庭における新し
い消雪の試み」（12月7日／雪の里情報館）

▲市長から100歳の長寿祝いを贈呈
（12月25日）

▲子どもたちと新庄出身の声楽家が共演した
オペラ（12月21日／市民プラザ）
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▲市あじさい表彰などを行った新春市民の集い
（1月5日／市民プラザ)

▲新庄市消防団出初め式（1月4日／戸澤神
社、駅前通り、市役所前など）

■あじさい表彰／後藤信而（太田）市教育委
員会委員長を務めるなど教育行政の振興と
市勢の発展に貢献
■感謝状
渡辺正（松枝）新庄地区野球連盟役員として
生涯スポーツの向上に尽力
安田正毅（天童市）市史編集委員として生涯
教育の向上に尽力
滝田勉（日の出町）市史編集委員として生涯
教育の向上に尽力
杉山茂（沼田町）市史編集委員として生涯教
育の向上に尽力
下山健悦（角沢）新庄市消防団団員として災
害防護の充実に尽力
■奨励賞／中川正和（吉沢）市議会議員とし
て地方自治の振興に寄与
■15年中に叙勲等の栄に浴された方々
〈自治功労関係〉五十嵐好春(城南町)叙勲五
等瑞宝章（地方自治功労）、鈴木隆吉（横根山）
叙勲五等瑞宝章（地方自治功労）〈市民･福祉
功労関係〉畠腹幸雄（土内）日本消防協会長表
彰（功績章）、星川勝則（上山屋）日本消防協会
長表彰（精績章）、中鉢力也（滝ノ倉）日本消防
協会長表彰（精績章）、佐藤晃（柏木原）日本消
防協会長表彰（精績章）、菅根隆一（関屋）消防
庁長官表彰（永年勤続功労章）、井上満（升形
四）消防庁長官表彰（永年勤続功労章）、佐藤
タケ子（円満寺町）叙勲六等瑞宝章（社会福祉
功労）、伊藤健二（鳥越4区）藍綬褒章（保護司）、
今野昌子（沖の町）藍綬褒章（調停委員）、平向
岩雄（桜通り東）東北少年補導員連絡協議会
表彰、�橋誠一（土内）地域環境美化功績者表
彰（環境大臣表彰）、金田とき江（往還）総務大
臣表彰（行政相談委員）、鈴木恒徳（大町）東北
防犯協会連絡協議会防犯功労者表彰、安孫子
純夫（千門町）山形県救急医療・救急業務関係
者知事表彰（救急医療功労賞）、武田重春（福
田）老人福祉功労者山形県知事感謝状、鈴木
敏正（下金沢町）老人福祉功労者山形県知事
感謝状、加藤美子（萩野三）老人福祉功労者山

形県知事感謝状、今井恵美子（下金
沢町）老人福祉功労者山形県知事感
謝状、庄司清（上金沢町）老人福祉
功労者山形県知事感謝状、佐藤明
（堀端町）社会福祉事業功労者山形
県知事表彰、庄司美代子（福田）社
会福祉事業功労者山形県知事表彰、
坂本好子（升形上一）社会福祉事業
功労者山形県知事表彰、石山玲子
（下田町）社会福祉事業功労者山形
県知事表彰、大町カツエ（宮内町）瑞
宝双光章（看護業務功労）、 橋き
す子（円満寺町）黄綬褒章（社会福祉
功労）、相馬慶子（鉄砲町）瑞宝単光

章（社会福祉功労）、佐藤芳久（荒小
屋）社会福祉功労者厚生労働大臣表
彰、中山テルコ（沼田町）援護事業功
労者厚生労働大臣表彰、新庄市食
生活改善推進協議会（会長・伊藤妙
子）リデュ－ス・リユ－ス・リサイクル
推進協議会会長表彰〈産業・経済功
労関係〉中部道子（沼田町）伝統的工
芸品産業功労者褒賞、斎藤繁身（川
西６区）山形県卓越した技能者等県
知事表彰、 橋廣（関屋）農林水産
大臣感謝状〈教育･文化功労関係〉
泉邦夫（末広町）
叙勲五等瑞宝章（教育功労）

▲年忘れ民話の集い（12月21日／ゆめりあ）

▲幼稚園児、ちゃれんこが出演した「光のページェント／みんなでクリスマスを楽しもう！」
（12月20日／ゆめりあ）

栄 光 を た た え て

年忘れ民話の集い
新庄・もがみの昔話をじっくり語ろうと、
ゆめりあ・もがみ体験館で「年忘れ民話
の集い」が開かれました。語り手は、新
庄民話の会会員と市内の小・中学生の
26人。会場はおかしくも不思議な民話
の世界に包まれました。会では、小中学
生を対象に11月から「こども民話教室」
を開講。地元の貴重な文化遺産である
民話語りの輪を広げています。

高 
高 
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第
３
回
市
民
ス
キ
ー
大
会

▼
対
象

小
学
生
、
中
学
生
、
高

校
・
一
般
、
シ
ニ
ア
の
部
各
男
女

▼
と
き

2
月
11
日
d
午
前
9
時

30
分
開
会
▼
参
加
費
5
0
0
円

▼
申
し
込
み

参
加
費
を
添
え
て
、

2
月
4
日
d
ま
で

市
民
ス
キ
ー
場
ま
つ
り

▼
と
き

2
月
11
日
d
午
後
6
時

〜
7
時
▼
内
容

一
日
リ
フ
ト
無

料
、
甘
酒
・
納
豆
汁
サ
ー
ビ
ス
、
ス

キ
ー
連
盟
に
よ
る
デ
モ
滑
降
、
た
い

ま
つ
滑
降

ス
キ
ー
技
術
無
料
講
習
会

▼
対
象

初
級
者
か
ら
上
級
者
先

着
40
人
▼
と
き

2
月
29
日
a
午

市
民
ス
キ
ー
場
か
ら

前
9
時
〜
午
後
3
時

▼
申
し
込
み
2
月
16
日
b
ま
で

y
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
課
1
22
｜

0
6
8
1

市
民
ス
キ
ー
場

1
25
｜

3
9
1
5

▼
対
象
成
人
▼
と
き
2
月
7
日

g
昼
コ
ー
ス
／
午
前
10
時
〜
午
後

1
時
、
夜
コ
ー
ス
／
午
後
5
時
〜

8
時
▼
と
こ
ろ
市
民
プ
ラ
ザ

▼
内
容
ア
フ
タ
ヌ
ー
ン
テ
ィ
ー
を
楽

し
も
う
▼
講
師
笹
美
知
子
さ
ん

▼
受
講
料
1
、0
0
0
円（
材
料
代

込
み
）
▼
定
員
各
コ
ー
ス
10
人

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す

y
市
民
プ
ラ
ザ

1
22
｜

4
2
0
0

▼
対
象
4
歳
〜
12
歳
の
親
子

▼
と
き

①
2
月
1
日
a
②
2
月

14
日
g
い
ず
れ
も
午
後
1
時
30
分

Ｐ
Ｃ
キ
ッ
ズ
カ
レ
ッ
ジ

親
子
無
料
体
験

ク
ッ
キ
ン
グ
教
室

▼
あ
て
先

〒
9
8
0
｜

0
0
1
4

仙
台
市
青
葉
区
本
町
3
｜

2
｜

23

y
公
正
取
引
委
員
会
東
北
事
務
所
取
引
課

1
0
2
2
｜

2
2
5
｜

7
0
9
5

▼
対
象

20
歳
以
上
の
電
気
通
信

サ
ー
ビ
ス
に
関
心
の
あ
る
人

▼
内
容

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
、
モ
ニ

タ
ー
会
議

▼
任
期
16
年
4
月
〜
17
年
3
月

▼
申
し
込
み

2
月
20
日
f
ま
で
、

は
が
き
・
フ
ァ
ク
ス
で

▼
あ
て
先

〒
9
8
0
｜

8
7
9
5

仙
台
市
青
葉
区
本
町
3
｜

2
｜

23

y
東
北
総
合
通
信
局
電
気
通
信
事
業
課

1
0
2
2
｜

2
2
1
｜

0
6
2
8

6
0
2
2
｜

2
2
1
｜

0
6
1
3

▼
対
象
小
学
3
年
生
〜
6
年
生

▼
と
き

3
月
27
日
g
〜
4
月
3

ち
び
っ
こ
探
険
学
校

ヨ
ロ
ン
島

電
気
通
信
サ
ー
ビ
ス

モ
ニ
タ
ー

日
g

▼
と
こ
ろ
鹿
児
島
県
与
論

町

▼
参
加
費

12
万
8
千
円（
山

形
発
の
場
合
）

▼
申
し
込
み
3
月
6
日
g
ま
で

y
&
国
際
青
少
年
研
修
協
会

1
0
3
｜

3
3
5
9
｜

8
4
2
1

▼
受
付
期
間

2
月
2
日
b
〜
13

日
f
▼
受
付
場
所

福
祉
事
務
所

児
童
支
援
室
▼
提
出
書
類
新
規

登
録
者
／
①
登
録
参
加
申
込
書

②
代
表
者
身
分
証
明
書（
写
）、
法

人
の
場
合
は
登
記
簿
謄
本
③
15
年

度
納
税
証
明
書
④
印
鑑
証
明
書
、

現
在
登
録
者
／
①
登
録
参
加
申

込
書
②
15
年
度
納
税
証
明
書

y
福
祉
事
務
所
児
童
支
援
室

1
内
線
5
4
4

16
年
度
保
育
所
・
神
室
荘

給
食
材
料
納
入
希
望
者
の
登
録

募集

お知らせ

新庄神室産業高校第１回定期演奏会
○12月20日G午後2時開演
○市民文化会館 ○入場無料
◎新庄神室産業高校128-8777

〜
３
時
30
分

▼
と
こ
ろ
パ
ソ
コ
ン
寺
子
屋（
駅
前

通
り
）
▼
内
容

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

や
学
習
ゲ
ー
ム
な
ど
で
パ
ソ
コ
ン
に

親
し
も
う

※
事
前
に
申
し
込
み
が
必
要
で
す

y
Ｐ
Ｃ
レ
ス
キ
ュ
ー

1
23
｜

1
4
3
3

▼
対
象
20
歳
以
上
の
消
費
者

▼
内
容

研
修
会
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
な
ど

▼
任
期
16
年
4
月
〜
17
年
3
月

▼
応
募
方
法

官
製
は
が
き
に
住

所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
・
職

業
・
各
種
モ
ニ
タ
ー
経
験
の
有
無
・

家
族
構
成（
続
柄
・
年
齢
・
職
業
）・

最
寄
り
駅
・
そ
の
駅
ま
で
の
所
要

時
間
・
応
募
理
由（
1
5
0
字
以
上
）

を
記
入
の
こ
と

▼
応
募
期
限
2
月
6
日
f

消
費
者
モ
ニ
タ
ー

○と き 2月2日B午後1時30分～3時30分
○ところ ゆめりあ会議室
○内容 水辺の再生を目的として、水辺の
散策やビオトープ化に向け実験をしてきた
2年間の成果と今後の取り組みについて
※参加無料です。当日、直接会場へどうぞ。
◎詳しくは、商工観光課中心市街地活性
化推進室へ。 1内線253

まちなか活性化フォーラム
～潤いのある水辺空間をつくるために～

○と き 2月8日A午前8時30分
東山スポーツハウス集合

○持ち物 かんじき（希望者は申し込みくだ
さい）、山スキー・テレマークスキーなど

○参加費 500円（保険料など）
○申し込み 2月6日Fまで（先着40人）
◎詳しくは実行委員会・菅原へ。123-1611

第12回 冬山体験
陣ヶ峰かんじきツアー

○ごみステーションの前や屋根、集積器具
のないごみ置き場の除雪は、利用者が
協力して行ってください。

○ごみ袋を置く場合は、歩行者や車の迷
惑にならないようにしてください。
◎詳しくは、環境課環境保全室へ。1内線431

冬期間のごみステーション管理

市役所122-2111622-0989

絵本作家・松田けんじさん（新庄
藩江戸家老）が、日本の有名なおと
ぎ話や伝説など16話をまとめた絵本
を刊行しました。
海外に日本の伝統文化を紹介す

る絵本として中国語、英語、スペイ
ン語の訳も添えられています。
○頒布価格 2,500円（送料別）
◎詳しくは、商工観光課まつり物産
交流室へ。 1内線251

絵本「昔むかし」
～お伽噺

とぎばなし

のこころ～
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SHINJO INFORMATION

1月のお・知

１月の夜間・休日当番医の変更／24日G・25日A三條医院122-4053、

▼
対
象

悩
み
を
抱
え
て
い
る
本

人
・
家
族

▼
と
き

1
月
29
日
e
午
後
1
時

30
分
〜
4
時（
予
約
制
で
す
）

▼
と
こ
ろ
保
健
セ
ン
タ
ー

▼
内
容

精
神
科
医
師
に
よ
る
個

別
相
談

y
健
康
課
健
康
推
進
室

1
内
線
5
1
4

▼
と
き

1
月
27
日
c
午
前
10
時

30
分（
15
分
前
に
集
合
）

▼
と
こ
ろ

市
役
所
3
階
第
1
会

議
室
▼
持
ち
物
印
鑑
・
免
許
証

※
当
日
、
中
止
に
な
る
場
合
も
あ

り
ま
す

y
税
務
課
納
税
室
1
内
線
1
4
7

電
話
加
入
権
の
公
売

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

新
年
度
入
学
予
定
の
幼
児
を
対

象
に
一
日
体
験
入
学
を
行
い
ま

す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
各
小
学
校
か

ら
事
前
に
連
絡
し
ま
す
。

▼
と
き
2
月
12
日
e

y
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

1
内
線
4
4
4

▼
対
象
一
般
お
よ
び
高
校
生

▼
と
き

2
月
8
日
a
午
前
11
時

〜
午
後
4
時

▼
と
こ
ろ

仙
台
市

情
報
・
産
業
プ
ラ
ザ（
ア
エ
ル
5
階
）

▼
参
加
校

法
政
大
、
中
央
大
、
日

本
女
子
大
、
日
本
大
、
玉
川
大
、

東
洋
大
な
ど
全
23
校

※
参
加
無
料
で
す
。
当
日
、
直
接

会
場
へ
ど
う
ぞ
。

大
学
通
信
教
育

合
同
入
学
説
明
会

小
学
校
一
日
体
験
入
学

¡会場 市民文化会館小ホール
¡受付時間 午前9時～午後3時
02日B 東山町、三吉町、三吉新町、末広町、

南末広町、本宮町、拓生、大谷地
03日C 日の出町、野際町、玉の木町、玉

の木新町、梨ノ木、仁間、福田
04日D 松枝、松本、新松本、幸町
05日E 鉄砲町、金沢新町、上金沢町、下

金沢町、金沢1～7
06日F 休場、市野 、々清水、芦沢
09日B 鳥越、駒場、二ツ屋、稲崎
10日C 柏木山、角沢、松本団地
12日E 泉田1～5、泉田駅前
13日F 二枚橋、仁田山1・2、往還、往還

新町、横根山、横根山東
16日B 桜通り東・西、旭通り、柏木原、赤坂
17日C 萩野1～4、土内
18日D 吉沢、黒沢
19日E 昭和1～5、塩野、宮野、福宮、長坂
20日F 本合海1～8、畑
23日B 升形上1・2、升形下1・2、升形3～

5、前波
24日C 下西山、谷地小屋、あたご町
25日D 大手町、小田島町、小桧室団地、桧町
26日E 関屋、大福田、城西町、城南町
27日F 中川原、野中、泉ケ丘、若葉町、

多門町
◎今年から相談会場は、市民文化会館の
1カ所となります。申告期間中に市役所で
の相談はできません。3月の日程について
は、後日掲載します。詳しくは、税務課申
告事務対策室へ。 1内線142・143

¡と き 1月24日G午後3時～5時
¡ところ 市民文化会館大ホール
◎入場無料です。新庄小、日新小、沼田小
合唱団の賛助出演があります。詳しくは、市
民文化会館へ。 122-7029

～山形の演奏家シリーズⅡ～
¡と き 1月29日E午後6時30分開演
¡ところ 文翔館（山形市）
¡出 演 田中麻理さん（新庄市出身）ほか
¡前売券 一般＝2千円、高校生以下＝千円
◎詳しくは、文翔館へ。 1023-635-5500

山形交響楽団文翔館コンサート

新庄少年少女合唱団第１３回演奏会

2月の市・県民税申告相談

特許・意匠・商標なんでも１１０番
知的財産権全般について弁理士が

無料で相談に応じます。
◎日本弁理士会103-3519-2707

y
&
私
立
大
学
通
信
教
育
協
会

1
0
3
｜

3
8
1
8
｜

3
8
7
0

県
で
は
、
住
宅
の
増
改
築
、
バ
リ

ア
フ
リ
ー
化
、
耐
震
改
修
、
水
ま
わ

り
、
外
壁
、
屋
根
、
木
造
物
置
、
車

庫
の
新
・
増
改
築
、
住
宅
本
体
の
リ

フ
ォ
ー
ム
な
ど
を
す
る
人
に
、
資
金

融
資
を
行
い
ま
す
。

▼
融
資
額
5
百
万
円
以
内

▼
利
率

年
2
・
5
％（
固
定
金
利
、

実
質
1
・
7
％
）

▼
返
済
期
間
10
年
以
内

▼
担
保

無
担
保（
保
証
会
社
に
よ

る
債
務
保
証
）

▼
保
証
人
不
要（
条
件
に
よ
り
必

要
）
▼
返
済
方
法

各
金
融
機
関

の
取
扱
い
に
よ
る

y
県
建
築
住
宅
課

1
0
2
3
｜

6
3
0
｜

2
6
4
0

県
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
資
金

融
資
制
度

相談
など

障害者控除対象者認定書の交付
満65歳以上の介護保険の認定を受

けている人で、障害者に準ずる程度の
方に、申請に基づき、介護認定資料の
一部の内容により障害者控除対象者
認定書を交付します。
おむつ代の医療費控除確認書の交付
介護保険の認定を受けている人で、

昨年までおむつ代の医療費控除を受け

たことがあり、状態が継続している場合、
申請に基づき、介護認定の内容を確認
した書類を交付します。
また、初めてこの医療費控除を受けよ
うとする人は、最寄りの医師に相談して
ください。いずれも、所得税や住民税の
申告に使用できますが、昨年末までの医
師の受診が必要です。

◎詳しくは、福祉事務所高齢障害支援室へ。1内線552・553

税の障害者控除とおむつ代医療費控除

12月25日から産業別最低賃金（時間給）の一部が変更になりました。
○対象業種 電気機械器具等製造業／690円、一般産業用機械・装置等製造
業／701円、自動車・同附属品製造業／705円、自動車整備業／708円

◎詳しくは、新庄労働基準監督署へ。122-0227

山形県最低賃金の改正
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シリーズ教育――Part.6
学力向上フロンティアスクール新庄中学校（文部科学省指定）
新庄中学校＝生徒数380人、学級数12、教職員32人（平成15年5月1日現在）

「
豊
か
な
心
を
は
ぐ
く
む
」

―
―
新
し
い
時
代
へ
の
人
づ
く
り
―
―

今
回
か
ら
シ
リ
ー
ズ
教
育
パ
ー
ト
6
と
し
て「
豊
か
な
心
を
は
ぐ
く
む
」と
い

う
テ
ー
マ
で
連
載
し
て
い
き
ま
す（
12
回
シ
リ
ー
ズ
）。「
学
校
の
二
学
期
制
」「
新

し
い
教
育
課
題
へ
の
対
応
」「
地
域
の
教
育
力
の
活
用
・
地
域
の
子
ど
も
は
地
域

で
育
て
る
活
動
」な
ど
に
つ
い
て
紹
介
し
て
い
く
予
定
で
す
。

動
が
大
変
印
象
的
で
し
た
。
子
ど
も
か

ら
は「
家
の
人
た
ち
の
苦
労
が
わ
か
っ

た
」「
毎
年
大
変
な
作
業
を
両
親
が
や
っ

て
い
る
ん
だ
な
あ
」な
ど
の
感
想
が
聞

か
れ
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
子
ど
も
た
ち
に
さ
ま

ざ
ま
な
体
験
を
さ
せ
て
い
く
こ
と
が

「
豊
か
な
心
を
は
ぐ
く
む
」に
結
び
つ
い

て
い
く
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。

豊
か
な
心
と
生
き
る
力
を

は
ぐ
く
む
た
め
に

文
部
科
学
省
で
は「
今
は
ぐ
く
み
た

い
豊
か
な
人
間
性
や
社
会
性
」と
し
て
、

次
の
六
つ
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

①
美
し
い
も
の
や
自
然
に
感
動
す
る
心

な
ど
の
柔
ら
か
な
感
性

②
正
義
感
や
公
正
さ
を
重
ん
じ
る
心

③
生
命
を
大
切
に
し
、
人
権
を
尊
重
す

る
心
な
ど
の
基
本
的
な
倫
理
観

④
他
人
を
思
い
や
る
心
や
社
会
貢
献
の

精
神

⑤
自
立
心
、
自
己
抑
制
力
、
責
任
感

子
ど
も
た
ち
に
豊
か
な
体
験
を

十
二
月
十
八
日
、
新
庄
市
民
プ
ラ
ザ

に
お
い
て「
地
域
の
子
ど
も
は
地
域
で

育
て
る
推
進
会
議
」が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
中
で
、
地
区
や
町
内
活
動
の

取
り
組
み
の
一
つ
に
、
泉
田
地
区
か
ら
、

今
年
度
か
ら
の
試
み
と
し
て
「
ア
イ
ガ

モ
に
よ
る
無
農
薬
水
稲
栽
培
」の
実
践

事
例
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。

六
月
一
日
の
田
植
え
作
業
か
ら
始
ま

り
、
ネ
ッ
ト
の
設
置
作
業
と
ア
イ
ガ
モ
の

飼
育
、
除
草
作
業
、
九
月
の
稲
刈
り
、
十

二
月
の
収
穫
祭
な
ど
、
一
年
を
通
し
て

子
ど
も
た
ち
が
地
域
の
祖
父
母
・
父
母

と
関
わ
り
合
い
な
が
ら
地
域
で
学
ぶ
活

動
を
展
開
し
ま
し
た
。

地
域
の
中
で
自
然
に
触
れ
な
が
ら
、

地
域
の
人
た
ち
と
一
緒
に
汗
を
流
し
、

年
齢
も
世
代
も
違
う
み
ん
な
で
会
食
し

な
が
ら
、
学
校
で
は
得
ら
れ
な
い
豊
か

な
経
験
を
さ
せ
て
い
る
こ
の
地
区
の
活

⑥
他
者
と
の
共
生
や
異
質
な
も
の
へ
の

寛
容
な
ど

こ
れ
ら
を
子
ど
も
た
ち
に
身
に
つ
け

さ
せ
る
た
め
に
は
、
学
校
・
家
庭
・
地
域

が
共
通
認
識
の
も
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役

割
を
担
い
な
が
ら
も
相
互
に
連
携
し
て

い
く
こ
と
が
大
事
な
こ
と
で
す
。

豊
富
な
生
活
体
験
、
社
会
奉
仕
体
験
、

自
然
体
験
な
ど
を
さ
せ
る
こ
と
で
、
子

ど
も
た
ち
の
豊
か
な
心
と
生
き
る
力
を

は
ぐ
く
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

※
各
町
内
活
動
に
つ
い
て
、
小
・
中
・
高

校
生
が
参
画
し
て
の
特
色
あ
る
取
り
組

み
を
実
施
し
て
い
る
町
内
が
あ
り
ま
し

た
ら
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
皆
さ
ま
の
ご

理
解
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

（
新
庄
市
教
育
委
員
会
）

栄
光
を

た
た
え
て

■
新
庄
市
小
学
校
陸
上
記
録
会

男
子
／
100
ｍ
①
佐
藤
潤
也（
山
屋
）②
柿
崎
潤

平（
泉
田
）③
佐
々
木
賢
太（
泉
田
）④
奥
山

大
樹（
泉
田
）⑤
澤
野
裕
大（
沼
田
）⑥
　
橋

航（
沼
田
）1000
ｍ
①
斎
藤
廉（
沼
田
）②
小
野
将

義（
山
屋
）③
田
中
亮（
新
庄
）④
小
野
敬
輝

（
萩
野
）⑤
安
達
武
志（
昭
和
）⑥
柏
木
薫（
日

新
）走
り
幅
跳
び
①
高
嶋
恭（
新
庄
）②
青
木

幸
次
郎（
新
庄
）③
齋
藤
太
平（
新
庄
）④
三

原
哲（
北
辰
）⑤
佐
藤
勇
太（
沼
田
）⑥
大
久

保
直
人（
日
新
）走
り
高
跳
び
①
早
坂
優
太

（
沼
田
）②
長
南
康
太（
新
庄
）渡
部
聖
道（
新

庄
）④
早
坂
崇（
泉
田
）大
泉
雄
輝（
新
庄
）⑥

浅
沼
亮
平（
日
新
）沓
沢
侑（
日
新
）斉
藤
和

人（
本
合
海
）中
島
勇
樹（
日
新
）ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
投
げ
①
阿
部
佳
弥（
日
新
）②
高
橋
優
太

（
日
新
）③
松
田
貴
行（
日
新
）④
柿
崎
裕
平

（
沼
田
）⑤
伊
藤
圭
亮（
新
庄
）⑥
堀
米
巨（
新

庄
）400
ｍ
リ
レ
ー
①
泉
田（
田
中
稜
也
、佐
々
木

賢
太
、奥
山
大
樹
、柿
崎
潤
平
）②
沼
田（

橋

航
、柿
崎
裕
平
、斎
藤
廉
、澤
野
裕
大
）③
山
屋

（
盛
岡
優
也
、小
野
将
義
、星
川
亘
輝
、佐
藤
潤

也
）④
北
辰（
富
田
章
平
、皆
川
永
吉
、齋
藤

尋
、三
原
哲
）⑤
日
新（
大
久
保
直
人
、
今
田

優
平
、
横
山
雅
伸
、
岩
渕
充
輝
）
⑥
本
合
海

（
斎
藤
育
、
斉
藤
和
人
、
小
野
大
樹
、
柿
崎
宙
）

女
子
／
100
ｍ
①
齋
藤
明
日
香（
沼
田
）②
渡
辺

魅
久（
北
辰
）③
芦
野
智
恵（
角
沢
）④
阿
部

早
希
子（
沼
田
）⑤
菅
原
侑
理（
泉
田
）⑥
齋

藤
真
未（
北
辰
）800
ｍ
①
津
藤
恵（
沼
田
）②
齋

藤
里
香（
泉
田
）③
小
関
久
絵（
沼
田
）④
五

十
嵐
真
紀（
泉
田
）⑤
　
橋
怜
子（
沼
田
）⑥

三
原
紅
子（
日
新
）走
り
幅
跳
び
①
廣
野
和

佳（
萩
野
）②
田
中
井
優
希（
日
新
）③
�
橋

美
友（
日
新
）④
安
喰
穂
乃
花（
升
形
）⑤
大

竹
那
智（
沼
田
）⑥
伊
藤
綾
子（
日
新
）走
り

高
跳
び
①
佐
藤
麻
由（
泉
田)

斎
藤
絵
里
香

▲アイガモによる無農薬水稲栽培（泉田二区）

高 高 

高 

高 
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第40回新庄市読書感想文コンクール

感性と考える力を養うBOOKS
NOW!

～図書館はオアシス～

今月のおすすめ

Pこうすれば子どもが育つ学校が変わる
…………鶴岡市立朝暘第一小学校編

P花よりも小さく―花の詩画集― …星野　富弘

Pあの世この世…瀬戸内寂聴・玄侑宗久

P号泣する準備はできていた …江國　香織

P二百年の子供 ………………大江健三郎

P化生の海………………………内田　康夫

P誰か………………………………宮部みゆき

P究極の絶景日本の国立公園…山口 高志

P日本文学は世界のかけ橋 …ドナルド・キーン

P聖まる子伝 ……………………さくらももこ

P反離婚のすすめ ……………新田　　慶

P学校では教えてくれない失われた文明の謎―世界
遺産を含む77の謎の遺跡を解説！―…学研編

P逃げる男 ……………シドニィ・シェルダン

Pコールガール（上・下）……森村　誠一

P生きかた上手（続）…………日野原重明

P赤ちゃんのSOSがわかる！…世界文化社編

P北朝鮮崩壊へのシナリオ…ファン・ジャンヨプ

P後巷説百物語 ………………京極　夏彦

P宮さまとの思い出 ―ウィル・ユー・マ
リー・ミー？― ……………高円宮妃久子

P「体を温める」と病気は必ず治る…石原　結實

P鍋奉行になる ………オレンジページ編

P転がしお銀 ……………………内館　牧子

Pヒトの遺伝の100不思議……左巻恵美子

P心に語りかける大人のピアノを弾いてみよう
……………………………………野入　葉子

P人生への恋文 ………………石原慎太郎

P地獄を極楽にする方法……美輪　明宏

P日々の考え…………………よしもとばなな

Pミステリー迷宮読本 …………洋泉社編

新着図書

●今月のテーマ展示●

『新撰組』
2004年の大河ドラマ「新撰組」にちなんで、

歴史・小説などをたくさん集めました。ドラマと
同時進行で読んでみてはいかが？

物事がうまくいかないのは能力のせい
ではなく、段取りが悪いから。自分に
あった段取りのスタイルを身につ
け、すべての活動にあてはめてい
けば、仕事も家事もうまくいく。社会
を生き抜くための「段取り力」獲得方法を伝授。

『段取り力 ―「うまくいく人」はここがちがう―』
齋藤　孝著

市
は
、
子
ど
も
た
ち
の
読
書
意
欲
の

向
上
を
図
る
た
め
、
昭
和
三
十
八
年
か

ら
読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル
を
行
っ
て

い
ま
す
。
今
年
で
四
十
回
を
数
え
、
百

五
十
四
点
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

読
書
は
国
語
力
を
高
め
る
だ
け
で
は

な
く
、
全
般
的
な
思
考
力
を
養
い
、
算

数
や
理
科
な
ど
す
べ
て
の
学
力
の
基
礎

で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

多
く
の
知
識
を
得
る
だ
け
で
な
く
、
本

を
読
む
こ
と
で
、
豊
か
な
想
像
力
や
み

ず
み
ず
し
い
感
性
を
養
う
こ
と
が
で
き

ま
す
。

市
は
、
子
ど
も
た
ち
の
読
書
離
れ
の

傾
向
を
防
ぐ
た
め
、
ま
た
、
一
人
で
も

多
く
の
子
ど
も
た
ち
に
本
に
親
し
ん
で

も
ら
う
た
め
に
読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー

ル
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

審
査
委
員
長
を
務
め
ら
れ
た
荒
川

緑
先
生
か
ら
は
、「
読
む
こ
と
を
き
っ
か

け
に
自
分
で
考
え
る
習
慣
を
つ
け
、
読

書
の
感
動
を
文
章
に
表
現
す
る
こ
と
を

通
し
て
豊
か
な
人
間
性
や
考
え
る
力

を
育

は
ぐ
く

ん
で
い
っ
て
ほ
し
い
。」と
の
講
評

が
あ
り
ま
し
た
。

優
秀
賞

【
小
学
生
の
部
】

矢
口
諒（
新
庄
）小
野
真
由
佳（
北
辰
）石

川
元
斗（
新
庄
）大
石
真
衣
子（
日
新
）国

分
郁
奈（
日
新
）門
脇
壮（
日
新
）
橋
拓

弥（
沼
田
）小
野
和
香
菜（
北
辰
）姉
　
壮

一
郎（
新
庄
）小
林
柊（
沼
田
）小
野
由
希

子（
北
辰
）加
藤
大
地（
升
形
）

【
中
学
生
の
部
】

井
上
千
尋
（
新
庄
）

藤
ゆ
い（
新
庄
）

渡
部
沙
紀（
日
新
）加
藤
里
美（
八
向
）

佐
藤
紘
太（
新
庄
）遠
藤
紗
代（
明
倫
）

【
高
校
生
の
部
】

舟
生
有
希
（
新
庄
神
室
産
業
）芦
原
由

貴（
新
庄
南
）

▲山屋小児童と周辺住民の避難訓練

（
沼
田)

橋
成
美（
新
庄
）④
丹
夏
実（
泉
田
）

海
藤
佳
奈（
新
庄
）下
山
留
未（
日
新
）齋
藤

麗
美（
新
庄
）ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
投
げ
①
伊
藤
愛

美（
萩
野
）②
森
さ
く
ら（
角
沢
）③
横
戸
あ

い
（
昭
和
）
④
高
橋
采
子
（
日
新
）
⑤
大
場

奈
々
絵
（
新
庄
）⑥
叶
内
千
尋
（
日
新
）女
子

400
ｍ
リ
レ
ー
①
日
新（
�
橋
美
友
、
中
島
未

帆
、
下
山
留
未
、
田
中
井
優
希
）②
沼
田（
市

川
萌
花
、
齋
藤
明
日
香
、
�
橋
怜
子
、
阿
部

早
希
子
）③
北
辰（
今
田
美
優
、
渡
辺
魅
久
、

日
下
部
良
菜
、
齋
藤
真
未
）④
泉
田（
加
藤
瑞

紀
、
丹
詩
織
、
丹
夏
実
、
菅
原
侑
理
）⑤
萩
野

（
廣
野
和
佳
、
渡
部
梨
紗
、
齋
藤
佳
菜
、
齋
藤

悠
）⑥
新
庄（
土
田
冴
香
、
阿
部
智
恵
、
奥
山

由
貴
、
柿
崎
恵
理
）

■
第
４７
回
県
学
校
新
聞
コ
ン
ク
ー
ル

【
小
学
校
新
聞
・
校
内
印
刷
の
部
】新
庄
市
教
委

賞
／
北
辰
【
Ｐ
Ｔ
Ａ
新
聞
】新
庄
市
教
委
賞
／

北
辰
小
・
日
新
小
入
選
第
１
席
／
日
新
中

■
心
の
輪
を
広
げ
る
体
験
作
文

【
中
学
生
部
門
】優
秀
／
山
科
友
理
恵（
日
新
）

■
第
５５
回
最
上
学
童
展
（
未
掲
載
分
）

【
版
画
／
小
学
生
】奨
励
賞
／
柿
　
隼
人（
角
沢
）

齊 了 

高 

高 
高 

崎辞

高 
崎辞
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再生紙100％と環境にやさしい
大豆油インキを使用しています

気持ちも新たに
新春スタート
～産直まゆの郷～

41,511人（41,711人）
女 21,614人（21,653人）

世帯数 13,419世帯（13,348世帯）

11月の異動

出　生 00,028人（00,027人）

死　亡 28人（00,047人）

転　入 77人（000,77人）

転　出 67人（00,108人）

※（ ）は1年前の住民基本台帳

男 19,897人（20,058人）

旧
正
月
十
五
日
を
小

正
月
の
元
旦
と
い
い
、
女

の
人
の
正
月
と
も
い
っ
て

い
る
。

十
四
日
は
年
取
り
の

日
で
、
餅
を
つ
く
。
水
木

み

ず

き

の
小
枝
に
だ
ん
ご
を
つ

け
、
紙
で
作
っ
た
盃
、
金

箱
、
小
判
鯛

こ

ば

ん

だ

い

な
ど
、
お

め
で
た
い
も
の
を
つ
る

す
。
大
き
な
餅
を
二
つ

折
り
に
し
て
、
締
縄

し
め
な
わ

を

は
さ
ん
だ
も
の
を
金
袋

と
い
っ
て
、
だ
ん
ご
の
木

の
元
に
結
ん
で
大
黒
柱

に
つ
け
る
。
こ
れ
が
、
な

し
だ
ん
ご
飾
り
だ
。
大
き
い
も
の
を
自
慢
に
し
て
、
扇
を
広
げ
た
よ
う
に

部
屋
の
半
分
に
も
及
ぶ
も
の
も
あ
っ
た
。
こ
の
ほ
か
に
も
、
繭
玉

ま
ゆ
だ
ま

と
い
っ
て
、

藁わ
ら

一
本
に
指
の
先
ほ
ど
の
餅
を
十
五
、
六
つ
け
、
そ
れ
が
十
二
本
で
一
年

を
象

か
た
ど

る
も
の
も
あ
っ
た
。
こ
れ
は
閏

う
る
う

年
に
は
十
三
本
を
束
ね
る
。

商
家
で
は
、
こ
の
日
現
金
を
枡ま

す

に
入
れ
、
ま
す
ま
す
繁
昌
す
る
よ
う
に

と
、
神
棚
に
供
え
る
家
も
あ
っ
た
。
水
木
は
火
よ
け
に
な
る
と
い
っ
て
、
屋

敷
内
に
植
え
て
い
る
家
も
あ
り
、
棟
上
げ
に
五
色
の
旗
と
共
に
水
木
の
小

枝
を
飾
っ
た
も
の
だ
と
い
う
。

絵
＝
三
条
正
美
、
文
＝
笹
喜
四
郎（
昭
和
六
十
一
年
新
庄
市
発
行
）

小
正
月
の
な
し
だ
ん
ご

かつろく思い出の四季

かむてんクイズ

今月から「かむてんクイズ」が始まります。表紙の「かむてん」は、新庄
市出身の漫画家・冨樫義博さんに「神室の天狗」をイメージして描い
ていただいたものです。さて問題です。消流雪用水の試験通水に使
われる水は、次のうち、どの川からもってくるでしょう。①利根川、
②糸魚川、③最上川／はがき・ファクス・ｅメールに「①答え、②住所、
③氏名、④年齢、⑤電話番号、⑥広報紙を読んでの感想など」を書
いて、〒996‐8501新庄市企画調整課市民協働広報室あて、1月27
日まで応募してください。
ファクス22-0989／ｅメール kikaku＠city.shinjo.yamagata.jp

12月号には30件の応募があり、正解は「③稲わら」でした。広報12月号を
読んだ感想から紹介します。「私の孫は遠い所で資格を取るため学んでい
ます。新庄に戻ってきたいと希望しています。このような資源再利用の仕
事で若者が働ける場があればもっと新庄も活性化するのではないでしょう
か。冬が過ぎ春になると新庄ほど素晴らしい土地はないですよね。孫のい
る土地の人に“新庄って住みやすいところですね”と言われ、うれしかった
です。」１月号では、20人に図書券500円分をプレゼントします。

新年の無病息災、五穀豊穣を願い、小泉地区に伝承され
る「小泉神楽」が行われた。集まった産直まゆの郷会員や
訪れた市民は、厄払いの神楽が舞う姿に新年を迎えた喜
びを祝い、一年が良い年となるよう祈りました。

表 　 紙
の

写 　 真

11月末現在の新庄人
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